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主 日 し最 ゾ コ ス ト で撮 × 効 効果 吉 上1テら 喜 を 目 的 ヒ す る も
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5。VL≦ エ チ ッ プ。UHP-(=Uwve古 αI　Host　 PFo()7SESoF)「 と

っ く リ,ダ イ ナ ミ ッ クr主 キ テ ク チ ャ1ご ⇔ 問 題 に適
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(32DA指 向 ア ブo一 チ　 ー
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老 之5膨 辱 が 大 き い 。 †こ ヒ21ず,32ピ ッ ト を 論 理 ア ド レ
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化　合　物

半　導　体

Mobilily:

　 Siの7倍 以 上

　 (1.Sbは 更 に10倍)

Energy　 Gap:

FET論 理 回 路:

　 30～4.00ps/gate

　 O.1-40mw/gate　
遅 延 電 力 横 はSiのCMOS

　 と同 等(αlpJ以 下)
ガ ン効 果 機 能 回路:

材 料特性 の研 究
均一 な基板 製造
(結晶 ・絶縁物}
冷却 技術(熱 電導率 はSi
の1/3)

信 号の振幅(0.6-0.8V)

オ ンチ ップCPU(FET):
　 　 　 　 ,　　　　　　　　　　　　　　　　,

　 10一10。gates!cm'　
20W,1GHz
バ ッ フ ァ ・メモ リ(FET):

　 100ns.1KB

機 能 モ ジ ュー ル(ガ ン}: 1

(GaAs) SiのL4倍 10-100ps/gate

30-100mw/gate

カ ウ ン タ ・乗 算 器 な ど

1.000～2,000gatas/chip i

ス イ ッチ ン グ特 性:

　 10～100ps

論理 回 路:

　 100PS/gate

　 4×4bits乗 算 器 　 '

物性面か らの研究

安 定 な素子 製造(材 料,絶
縁物,熱 サイクル)

基礎 研究
超高速 機能 モジュールの
試作 ・実 験

…

ジ ョセ フ ソ ン 消費電 力:

　2-5μw

45gates.27ns

メモ リ回 路

　64bits　 2.3ns

集積化技術
冷却技術
実装 技術(外 部 インタフェ

|
|
i

接 合 素 子 遅延 電力積=

　 Siの2桁 以上改善

　 16K　 bit57ns

計 算 機 シ ス テ ム:　
IBM370/168(16MB)

一 ス)

液体 ヘ リウム資源

i

光 素　子

光 フ ア イパ:　

伝 送 帯 域10MHz・Km
　 ～10GHz・Km

　 伝 送 損 失0.5dB!km

　 (L3μm)-3dB/km(0.85

　 μm)　 　 　 　 　 　 ,

発光 ・受 光 素 子1

光伝送路1　
10Mb/s～300Mb/s

光 機能素 子:
　 FFTな ど

光 メモ リ:
　 ホログラフ ィなど

高集積化光 ケー ブル

発光 ・受 光素子の高信頼化 ・

磐 繰言変換技心

嚢 籔・竺 ノ

光 ロー カル ・コンピニー タ
・ネ ッ トワー ク

入出 力機器接続(入 出力チ

ャネル)
機能 モ ジュール接続(光 バ
ス)

VLSI素 子接続

|

1

…

変調 速度数10Mb/s(LED)
一致Gb/s(LD)

寿命100不 時 間(LED)一

L.

信 禍 ・・
…

1万 時間(LD)

光 ケ ー ア ル: i
12芯x12層 ケ ー ア ル

`

CCD素 子:

　 実装 密 度RAMの4倍

　 128kb/chip,平 均 ア クセス　 時
間400μs,デ ー タ転 送

CCDノ モ リ:
　超高遠 科学計 算機用
　 フ ァイル メモ リ
　256M×64bit語

高密度素子開発
低価格化

CCD素 子:

　 1～4Mb/chip
磁 気 パ ル ア 素 子:

　 10Mb/chip

…

i

電子 デ ィスク
　 レー ト5Mb/s

磁 気 パ ア ル 素 子:

　 1ms

磁 気 パ プ ル ・メ モ リ

i

l,

1Mb/chip,平 均ア ク竺ス
　　　 　　 デー タ転送時間40ms,

パ ー ソ ナ ル ・フ ァ イ ル ・

メ モ リ100MB,10ms
. - 1

レー ト100Kb/s

大 容 量
　 　 .

フ ァ イ ル

・メ モ リ

磁 気 デ ィ ス ク:

i罐濤懸 、
磁気テー プ・:　　　　　 1

還籠∵w
　　 　　　　　 　　Do

大容 量磁 気デ ィス ク:
　1GB!ド ラ イブ

　集}!'iヘッ ド
大容 量磁気 テープ　 　 　 　 　 　 　 　 .

VTRホ ー ム ・コ ン ピ ュー

タ用7ア イ ル ・ノ モ リ

ブ巧4手

高密度 記録方式:　
垂 直磁 気記録方式
光磁 気再生方式
光 または電子 ビーム書 きか
え方式
ホ ログラフ ィ連 想メモ リ

多重記 録メモ リ

磁 気 デ ィ ス ク:

　 現 在 の デ ィ ス クの10倍

光 メ モ リ:

　 現 在 の デ ィス クの100倍

磁 気 テ ー プ:　
VTR式1014bits

.

●

●

1111.:
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　 ① 多 階 層 巨括 シ ス テ ム 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　_一

　 　 ち 式 ・論 理 語 言「しべ 【しか ら マ ス ク し イ ア ウ ト しベ ル

ま で 慣 して 梼 続 さ れ て.お り,香 し則 し聞 済 機 的 に

　 通 信Z"き る 工 う ロ ト 二二-9-」し 〉.乙S..工_PAシ ス 丁 ム 。_
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　 　 現 在,　 〉 乙5工 一に 限 ら ず 乙5エ デ ザ ィ　ン に 関 しては

　 ヒ ュ_リ ィ ス テ ィ ッ クて」処 理 が 要 求 さ れ3亭 が 多 いが》

こ 砿 うな(燗 の)経 験 祐 効 に利 用 出 来 る,註

は 人 間 に か わ り 、 処 理 セ 行 うDAで'あ3・ こ れ に ・!1り,

lElじ め て ユ ー ザ ー が ノ応 用 面 に ぎリ適 応 し た ∨ 乙 ≦ 工 主 チ 仁

入 れ ら れ る 」 う にV3のZ"あ3。 知 的CADは 現 在 米 国

で'盛 ん に そ の 試 イ乍 力唱 」じ ま っ て お り ω ≦tOM　 de≦匂いが 可 能

ヒ †ゴ ラ て き て し＼る.
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1一久)　 /9.8S4eめ ど1く 、横 舵 徹 ンステム ε実ノ免 し、パ ーソrlレ コンe・二つ

　　 　ネットワーク乞 、所 見 用 ツー・レ亡し之隔 苦 口.

　　 　　 こトぽ 個 々の 厨 克 楼 閣 でローかレネッ「ワつ 乙して・織 昆 陥 乙乙しに 、

　　 合 目 の研'克 機 関 乙結 ぶ 全 国 的 †よネヅトフワ とも含む 。

1、'一の 　 ノ"一ソr,レ コンピ=一口ー夕1"　N'ム エAア な ど 、そ 識 情 報膨 竺技 術 の 研 叉,

　　 　 詞 烈 、・亘 して(言詰 乙 ナ共 同 パ の も含 む ・

1-⊂)機 能分散 アーキテクチャの老乞うを整理 レ 効 率的 廿機 能分散型言精 機

　　　 の実験 機 工 開発 し、性能評イ面を行 う。

F幻 甘ム畑 ・ついて鳳 じ○ 用の痴 言…虻 、試 作 の醐 の フガ リケーン・ン
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1-e)　 新 アニキテ クチャ の 石音唆二に 基 づ く実験 二機Xイ 乍 ソ、ネヅ トワーク に=尾 結 す6。

　　 　ネ./ト ワ_ク 中 の マン ンを イ豆 って シ ミェし一ション に 工ろ評 イ面や 、・ノフトの 冑 癸iを

　　 　寸寸旭.ま 亡 、遠 隔 地 か ら試 用 して、井 ることも可能 ヒすう。

ぽ)考 「し・ワ ・・グラミンク宅 語 ヤツ フーウェ了砿 鑑 ゑ 、その艦 知 識 隔夜
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　 　 ノ・.一ソカ レ コ ン ピ ニ一夕(ム エβ 戸 マ ン ン な ビ)と 用 いて 行 τ∫う。
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　　 　 　 　 )』 らの 新 しい ヌ ンン乙 守核 とし、そ"A－ま・でtく ぞ き之)Σう 機 能 ・分・散 散ンJk7ij＼の

　　 　 ネ ・トワラ ε 私 見 し、知 識 情 報 処 壬星 の 働 の ソフトウエ3(ip　 5ifecソ フト

　　 　 　ウェ3)・PN'融 イし て^きるくらい ∂)速z友 ε 実 多更ノ可る.　 .一

　　 　 　 　 菊「レい 了一キテ クチ…se'に」 る マンン ば 、このネットワーク ε 梼 辞しぶ ん 、評 価 や

　　 　 　ソ フト開 花 ザ 行 なわ いろ.　 　 　 　 　 　 .　 _,　 　 　 .

ユ ー レ)　 こ+ら の て ンン の 部 品 は 、一汐 く堂こJZ♪ 王化 さ一 ・三3・

2-e)　 ノ9砧 年 頃 まピに 完 成 し†<機 能 合取 ネットワつ の ロ三か レネッ}ワ ーク部 分

　　　 ぽ 新 チ キテクづ㍗t・ 基 ブくマンンe9、W　 Lし て(しのt・・、成 長 、拡7vzvb。:

　　　　　タト辞 との 寝宿 しは ・.日」21s・の主 要都 市 の13杭 海 外 とt接 ＼徹4し る,._.

■

14d

澄



■

●

「



●

1、　　う{フ　ら　世イ)ぐ　コ　ンビ(iユータ　　〃〕　　づ　メ　　ー)/"　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　エー44

　 Ll師 究 廟 発 の 青 茅、　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ±44

　 1-2ラ トぢ世代 コンヒち一9'シ ヌ了A、{つ未こめ ら　dt.3才葦 角ε 一ーー ー!45-

　 |.3　つト5世 代 コン仁告一夕・ンス下味 の　～ヨ才票 イ象 　　　　　　　　　　ユ47

2.疏 ワt嗣 発 の課 題 と ス ト り一　 　 　 　 　 　 　 　 　 !49

　 D.　/研 究'bma幻 ヨ橡 　 一 一 ー ーーー一一 …-!49

　 2、2厨 房 ノ相9E課 是貝　 　 一一 一一　 　 　 　 　 　 　 　 !56

　 2.3,研 究 廟 塔 の スケヅ三一'レ 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 ユ6!

3.　 う「5世 イN'フOoツ ニ ク)一 σ)膓乞・幸くt効 果＼　　　　　　　　 !(》2

4.・ 全 体 討 議

　 　 　 [劉 胡累1已 う 提 出 しtr　L　V-　bNマ]



,

`

り

■



1、igUt#

1.1　励 起 開毛 の有景

(1)ネt'会 グ らの 手 ぎ旨

`

　　　①90・年fく社 会が 期 循一下る情 報タ〔」多里牧二子庁

　　 ② 三具の情報ゴしネ仁会の到来乙その高度イし

　　 ◎ 生産業分野 の芸念 校」術 乙収 の寸蓑報主 星技術 の後生11急増

　　 ④ 枝－tu固 乙椥 府 戦 国 とし之の国際 ネエ会 に靭 乃 責務

..◎ 醐 矩 の基礎 杖 術 の研 見開礼 能 力の1叉手性

② 　技術 些豊 の熟 成ヒ新 枚イ哲 に詩 才ゑ期 待

① ノ＼一ド ウェ3面Zlの 進 歩

・ ア 山 王 の 集 積 化 技 術

。　 煮「素 チo)町 育巨]乞((7,t
.　A　s、JTJ7.ル テ)〈 イ又 ・・'戊

・ ・ト翌 化iC
.1　Me〈 能 奇 絶 了一キテ クチャ

。 高 度 並 列 処 ラ呈 色 目指 す デ ーヲフロー等 の 新3-ft子 クナヤ

。　 通 イきネットワープ利 芹い二よる広 域4「 散 イヒ.

② ソフトウェ下面 での 進 ～ラー

■

。　 ソフ トウェ5工 学 の 遠 歩 に 寸⇒i菊Tし い フ・ロ クラ∠＼構 成 ン去、(デニヌ†臼言)

・ 許 与 の壬 硬 論 の 遊 歩 とtStレ.・ き†算r三 テル のだ 菜

。　 フ。ロ ク'ラ∠＼グ)i≧正B目 ヤフ白 ず力合 成(つ 所 見

◎ 六二 ㌘能頑 完,マ ン でンソインタフェス 己 の進方

。　 メ_コニを 能 ン 辱 諮 く、べ －K† まと二"言1ノ亙 ば 処 三里 守つ云 の 可 罰う1・丘

・　 囲 う杉 、画 イ象 、音 声 、文 字二†よ ごの 桑 ・…莞≒(乞 可 紅玉と 丁3ノ ＼・ターン き恐 ききく枝3貢

ユ44
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/・z第5世 代 コンビ㌧ 一タ ・ラステム'(ホ'あ られ ゐオ秩 龍

σ)喜 門 知 識 ヵく付くども利 用でづゐ 使 い易 い,機能 、

。音戸、図形 、画像.文 章1びど'IC　cPゐλdiメ力機 能.

。 自ヨぐ言語 や 国 育多にホゐ饅 型処 理 機 能 、

。 専 門 的 凌「知 識 かミ利 用 できゐ筏 能

(z)判 断、皇恩 法足が縮 齢 人間力バ 替 れ ての桟 能

。 月影大な 蓄,積デづ7か ら自動的 に関 連レ情蓄反を貝ヌリ出せる機 能 、

。 勃 観 ていゐ テ三夕seど1(、 禾タ・の問 題1てタ甘して」鯉!し て

　 条i}論を得 る こど択 でさゐ機 能 、

。 新[、 澗 題 の鵡 酪 を 鹸 κラ酬Z・ 輪 形1て して自 ら

　 膓Z避息ずゐことb〈　(・　5ゐ 横 舵 、

(3)多 様 灯擶 ぷ通用⇔ ゐ柔軟な構成 き可能助 ゐ機 能

。 薯求に最遥Lな システム0ミオ講域 できゐ才幾能 、

.泌 専 に応 じ・犬規 摸 蠕 樽 処 理 ㎏ 大量のデータ管理 縞 速 に

　 こπ 」こと広 でヨゐオ役能

・ 繍 動 ↓獣1靖 じて ピ滴 ンフ∴カ ッフ滅 τ・昼 易1磁 張

　 でうゐ機 能 、

(4)フ 。ロブラミング を勧 にずゐオ幾能 、

・ フ・ロク弘 をコガ ユづ 自身却 乍域 ぴ鉦=藺 機 能 .

・ 轍 醐 こ時 綱 楠 元・し好くとτ コン巴ユー鉢 判断 し

　 双i哩で・きゐ才蒙能
・ コンPユ一働 機 種 頬 宕 蝦 晒 し各 菊 間 処 しうゐ撤 能.
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(丁)コ ンノΨフトでコ ストパ フォーマン入 の一旬 毫屹 シスみ 機 能

(6)遠 隔 地相 互間 に,ガいても 高尾な●散 処理 を可能 ζδゐ シス

　 テム横 舵

(7)高 信頼性技 能

。 故 障 に寸ゐ 影 響 を最ノ」・限 にずゐ ための 自己修イ2機 能

o検 証 力く履 易に行 える機 能 .

。 保 ξ刊まに 優 れ た システム機 能

(8)高 尾 えf臓蛋保護機能

!46



1、3第5世 代 コンヒoユ一夕・システムa目 標1家

弟5世 代'コンヒ。ユ一夕 づ ステム1才 、従 来の コンヒoユ一夕の 技 術 的

祐ll約 を 克服 し、/ρ90五 代1て 客 来'されゐ ぴあろう 這1り蔓な 機 能 にプ†

1た・しうゐ 、革新 的 ・な 理 論 と才薮蘭 に基 プく 新 しいコンt9ヱづ7・シ7テ

Aを 目指 すLの であゐ 。

　ゴた 茅5世 代 コンヒ?ユ一夕・システム は 、亭 」4i技術d)研 究 日日発 、ラス

テム 設 計 、試 作 等の6ズ テッフ。s経 て、/090　a代'初i須 にleiフ・ロ

ト9イフ・a開 発 を え5δ ゐ こと9目 才票とすゐ 。

ム

第5世 代 コンtg.ユ一夕・ラスラム 「8/〈9(90ヨ代1て 伺 」う、って多様iL

寸ゐ ネt会 的 」手話,て 応 え得 る]蔑 育εをもつ 、ヌ口詩 腎青鱗処

理 指 向 の コンヒ㌧ 一タ ・シヌテム であゐ 。

力)　 膓Z述.系 　 (き 語,、 ノフトウェア)

新C用 分野 に対応 で弐 入間 の 要求 と コンヒ0ズタとのi"vッ ア

き少!冨くすゐ 記.丞糸、

。 自然 苔諸 、宿戸 、図 形 、画 像,記 局 の 呑 理 解 機 構

。　ノ情 報(デ 三夕)の 雇』朱を理 解 し、知コ識 として手り用 でさゐ積 樽

o　多Z母鳥 していゐデ三夕から 自動 的 に 関 連」清 華6～を取 り2ミず連想才苔構

o記 ノ危 し(oゐ デ三夕Zlfもとに 、未知 ♂ 問 題1て 対 して推 理 し茅書論

　 を善 く推 論 機 構

。　項ケしい 問 題 の ク寸/£・内容 を 高度1て ラ舌用 で5ゐff多 に して 自ら5乙

　 雇≧・すゐ 考≒易フ機構

ユ4〆



t

(z)機 械 糸(八 一ドウ・ア,ア ーキテクチャ)

　高集積化枝術9最 大限 に生かし、多楕乏な処理9寸象K」必

合する樹 成魚、

。　言セ述1糸 に 最 適iな アーキテクチャ

。 超 並列 マシン・アーキテクチャ　 (ノ1一ドウエァの五刑 構 ・遣」乞問 題

　 に応 じた 構 成 にぷ 澄せゐ アーキテクチマ十合 計れゐ・)

。 高度 な 分 散 ラヌテム ・アーキテクチャ

　 　 .広域 分 散,機 能 分 散,毛 克 ラ一型 システム,既 存 型 システ

　 　 ム の拓 焼

。　 >LStの 機 能 を 最大 限 に 生かδ アーキテクチャ.

。　新 糸元}「(〈物As'JJ笥)に もラ寸心 でOゐ アーキテクチャ

(3)第5世 代 コンtOユ一夕・シス テム の イメ ージ'

　↑
躰 応用
ソフト戊 ア・シ《テム

基礎 ソフト功
　 システム

新]ゐヤテフ

(マ蕎 痢

知 識 利 用 ラヌテム

基 礎 シ フトウエア・≠ラステム ¶

マ シ ン ・ア ーキ テ クチャ
。

　　　　　　　　　り肪
機ネタ<.ア 一口

新 フ¶ブラム言語

夕日的 フ・ロフラミ♪フうヌテム

タロ識 べL《壱才望シズテム
'

鵡 論 理雛 テル

関 数 型 毛カ レ

デLS7フ0一きe壱{テ'JV

　 テ㌧ タフローマシソ

　 i新ノイマンマシン

(鴇
広域 分散

機 能分散

モジンラ一型

i4δ



⑨

2.石 η費 用 を の課 題 しス ト リ

2.1閑 発 日擦

2スt石 升究開 発 テーマ

第5世 代 コン1`)ユ一 夕 ・シ 《テ ム

2、1、2開 奏～目標

。 誠 肺 野 に対バで き、欄 の 浮 栽 コンげユ一夕ど瀦 ぐソフ.

　2小 舟くすゐ多己述糸 と、高集積化校術 を最大限1て生かし多

才i4な処理 ジ寸易(1て適 合 ずゐオ表元成・余を有 する、夕日言載積 皇陵処理

才賄 φ コンヒoエ一夕 ・ちズ私 欲 射 るr

。　　/990左 武 ネ刀頭1て　フ。ロトタイフ。th開発 を完5す ゐ 。

■

t

開 発(目標Kっ いzr3、 、イ麦期1て お いて 》茅5世 代'コ ンt=oユ一夕・シス

テム 実現1て 泌專 な 研 鯛 赤 課題 崎 し具体化 ずゐ ・

143



1

2.1.3

　 　　 d)

　開党内s(総 論)

　　 ン又テム の イメーン

　　　　(機 能 イメージ)

人間系

Key　 technolo9ア

処理系

邑

回
1

介

音声理解

面像理解

自然言語理房

知的対話処理

　 介
知識表現

メタ知識

推論根拠管理

　　介

計算の意味論

デ ータ構造論

メ ッ セ ー ジ.フ ロ ー

計 算 唆 碑

VLSI

^一 ト・ウ エ ア 設計

記号実行

PROLOG

関係代数

ソ フトウエ ア設計

人 工 知 能

システ ム設計

デ ー'抽 象化

■

知1惑 情 誼処 理 ン又アム(K

■

●

■

　　　　　　　　　　　　　!P∫)の 建方的校 規

高反 怠 マン マンン・インタフェース(i→ ゑ・r和理 解 、知 的 ぺ 話 能 力)

問題 解 え 職 能.ぐ ザ知 識 の保 育 獲 得 乙推1論 機 首巳)

ソフトウニ了の駒 午(ザ 非 哀 情 処 理 手 習 ・推 論 、非 まえ 了、レゴノズム、

　　　　　　　　　　　　　　デニタキ白象'{乙乙ア髪肩 白勺フ・ロク'ラミンフミ

　　　　　　　　　　　　　　ルー1レ・べ一入 つ ・ロクラム麦ゴ乏)
　 　 　 　 　 ■

ハードウニ「ヲの妻イ牛(→ ・託 る処 三上マンンノデ三夕ベラむマンン)

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　1ひO　 　 　 　 　 ・



「Vzs工 科
J

応`市 〉樗 ホ'(=一 ズ ノ

　　　↓
芝 ・θ7柊 有乏」

、

　 　 　 　 　 　 ミ　　　　　　　　へ　　　　　　　ぼ

ア ーヤ7ー クAhS　 sth「s'　 /r〈

f

も

R.A.　 :i　 irr　pgア 一 千 〃 汗(Peu・1・dノ ・M・7ん ・腋a　 5ノ

[.A.　 :ifi　 rc　 bgア ・一　{テ グ アセ(εV・ ・1・,一{io・z・r7　 A・ ・A;+・efures).

,司 　 言 口r祠 韓 ア 一千7クテki'　mヒ らL7
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 .、

lj⊥ ・



■

φ

t

(⇒)　　 ノ＼一ド ウエヲ'ン 又テム

豊㌶㌫ ㌘㌧ 語曝 露㌶ 語の

　テ㌔タフロー機 構

　才由象デ「夕翌 サホ　ト=機構 一構芝 メもリ

　　　　　　　　　　　　ヒ
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 タグヲーキテクナヤ

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 フ/レ ベ 、レスー/ヲ

.一.関イ糸デ ヲ へこ一具 ナポ ート機X薯

　 菊「ノイマン機 構 一　　　　　　　　　一連 ノ想 〉メモ:L)

機 能ゐ「散 了一キテクチャ.

L適 繊 能、縮 頼仏

叶三皇竃 ご

① 個 々との機 構 は 、そψ)ぞ口"研 うし開 花 課 題 ぞあ る。

② 了フ・ローチtしZ{a.ζ っの 拡iレ τこマ ンンと しく9fte)し ε 又 タートゴく つ。

③W)り の間 の村 夫 関 係 は

④ こトラは 将 来 融 ・合 わ ブ し

　 し4ん甘 いし、、6且み右 わtて

　 用いら"NsP・tw-Tδ い、

　 理 マシン
(旅OLO年 マシン等)

関 数 型 マンン

(L[メ↑万リダクンヨ/之シン等)

抽 象 データ翌 之ンソ

£h-)レ イヒサ木 ート)

関 係 代 数 マシン

(関 イ糸データベrkVAぐ 一ト)

てンン ・コンポ ネント(ゑ 恕 メヨ閂 「の却 ≡ の レベ の

1二」2



ぐ

繊 こリブト司 ウ 炉 ＼

　　 祈殉 鳩 概 知リ ブ物 Σチ シ答　　　　　 綻
}弓心ひルステム1ぴ'了穆 と妬ラつasノラiづシス号か・鬼 核灸

　　　　　 勿㊧りうさ・

　　 知 協 く・・ス移調シ戸〃、

　　　　　㌶ 驚 宏 ㌶ フ胸 飾 味'

　　 第牙イフラ7`一一　z.・ラ4テム　　　　　　　.　　　　　
ノ鋤 算瀦 ス川 越 へ杁 効 ぷ 一ゾ,傷 みの

　　　　　 4曾 パヲ仁レ4σラ蚊3,

尭iFえ タlnヲラトラジア・レ戸 ム

　　 差条 々o沼 南 怖 ∫ラム

レ 駐 ・困}地 幅 勾r声テラム

↓

ψ

ljJ



φ

　 ・7ひ乃ム乏涙 〃 カム

　 レ櫛 ・'7一停 ラ・〈ρフ)細 細1ラA

　 ラ・ス弘4糀z)古 グラ〃＼ 、

L　 知 〉故 度 疹塑 ・瀦 フ㍗ご愁 、

芳年 むθ知 殼くご一入

t

システム ⊃日建癌 多)三ρ∫アジ

「

「

「

　 　 　 　 　 　 　　　　　　　　　　　　　　　　　べ

ゆ穿}ε苛 老 べ〆ス

麹 翁 診 診2∧ ・レ入:

1嬬 徹 鋤}べ 久 　 　 θ鏡 澹蛭 ㌻又・

克9彪 醐 負1♂・k

6%μ 彪'癖 、裡 ・舞 ス71デLやス　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 」

　 　 　 　 　 　 　 　 ロ

ノ〉ドらづ・シ廷ムピ着 工レやス

ソ外助 シ賄 寸 痢 ぽ 領

Pラ1翻嬬 誌 為

プリ「ラ〃、才 略 マ勾 了1ノ・ぐ一ス、

脅 グラ川 留 老堺〔〆入'

　　　　　　　　　 ]

ラタム1短 べ久

Mv-2トアvフ儂7ムを ぺ1ス

祐≦エ}知教硝尺久 　 　　禰泌 肉離 ぺ久

}悌 教 子キη午マ・〈㍗一み 　 　 　 1

重 五{τ 材c型 巡 覧ム_一_._.一 」

li)4



巨

　
-

　 L繊 細 イ部 ス ツ スひ 侮`)彬'ス ・殖 め

　　　　　 菅 沢劫(畑S・ 杖)シ ス仏　　　　　　　

忽 《飼 弔花 紡》/λヲム,惚 敵視㌢)〈ご・ス,合本
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②　一開発体 制の検 討

　　第5世 代 コン ピュータの 開発 には、今後 の情報 関連 技術の

　 中核 となる最 先端技術 が必要 で あ り、大学 、政府系 研究機関、

　 メ ーカ ー、ユ ーザ ーがそめ 得 意 とす る分野 に応 じて積 極的 に

　参 加で きる ような、新 世代 にふ さわ しい柔軟 な開発 体制が望

'

まれ る。

　　 また、外国か らの研究者 、外 資系 メ ニカ 一等が 参加す る可

　能性 や、外国の政府 、企 業 との共 同研究 につ いて も検 討 して

　い く必要が ある。

`
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繍 大国 と、ノW了 ロ 鴎 長し篠 が国縫 ∩

進 む べ 含 方 面 芝ガk'3-"2ミ 、・hも進 国 遠 娘 形 ⑳ 従 来o＼

閣 剰 紳 巨 脱 皮 し2、kい 刷%・ 開 発 体 制 ⑳ あ リ

・>5一そ 之 ぐ り 、 国 家 つ・0プ ・エ ワ トa;;illiぞ 模 索 ・す6)と

o、意 裳 、才大 立 ・)b軒 に科 学・技 術 分・野 の 肉2一最m端ib

転,つ 鴎 訪 山3楕 報網 綱 級工学輪 転
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 き　　　　メ

こ ひ よ うτ♂立 場 ひ プ ロジ ェ ク ト そ試 み5)tteK{L・N

Pt　P31　・工 曽 分 野 、二和 子 緬 体 制 確 立1二ex{† 」原爆

　乏 及 ぽ 可Saと 考iiし3・

　 却5世 代 コ ン ヒ・ユ 一夕 ブ ・ジ ェ ワ ト ひ 目・鱈 役 割

　 と効 果1っ つ い マ えa－ 例 ぞ到 着!δ う・

　 (!)こaっ ・ロ ジ ェ ク ト 芝通 じ 、 コ フ ㊤ ユ ニ タ枝 術

　 　 開 幕 仏和2一 森 ボ 国 ボ 世 界z－ 紀 尋 的 役 蓼]芝SEL　6二

　 　 　 とに 毎 ∋σ

　 　 　⇒ 。ユ)ピ ュ 一 夕産 業o、 ξ鮫イし

　 　 　 　 　 い ノフ トウ エ 了 危襟 の解 ラ弓
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　 ,..。 埴 エ ネ 」しギ 三,生 産 、ト生向 上 十」 ピ 今4後 に 予 想

　 一 瓢 斑 ▲ α 紅1し ネ ッ ク ひ 解 泊

　 　 。国際協rカ σ、キ佳進 　　　一　　　　　　　　 _

(Σ)未 踏 分 野 仇開拓 そ通 じ マ 人間社 会 ひ進 歩 へ績

　 極 的 ヒ貢 献 づ3こ と。

　 ⇒ 昧 工 知 能 三后 能 ロ 的 ト ⑳実現

　 　 　 。自動壷 右ζ・一自動 翻 訳 の喫 現

　 　 　 ・新 し1＼1知覚 ・^知見 の獲得
　 　 　 　 　 　 　 　 ぎ　　　　　　ぐ

　 　 　 ・知 識 バー スo、樹 葉

(3)載 わ掴 産 東 の高 度 化 と、知 識 ・集約 彰 底 業 ヒお

　 1寸ろ輸 念力 の増 弓蚕。

(4)醐 的視 野 ヒ立7上 本祐 的研 免 ・開 発体制 ど

　 擁…土 古31　 と1=撒 「古3国 家 し/＼rlしで6へ 喫 験 つ。Yコ

　 ジ ェ ク トtし マ 仕 置 付 町 らMる 。

　 =⇒ 。鶴1い ト生 ど 生 み ㊤ 同 仁 め ヒ も 、∨ 要
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